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サービス検出の有効化および無効化
Cisco EPN Managerはサービス検出（ディスカバリ）機能を使用して、ネットワーク内に存在
する回線/VC、およびプロビジョニングウィザードを使ってプロビジョニングされた回線/VC
を自動的に検出します。
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サービス検出機能は、デフォルトで有効になっています。この機能を無効にするように選択で

きます。サービス検出を無効化すると、Cisco EPN Managerの検出済みサービスがすべて削除
されます。ただし、Cisco EPN Managerを使用してプロビジョニングされたサービスは残り、
状態が「見つかりません」になります。[履歴設定（HistorySettings）]オプションを使用して、
[回線/VCの履歴（Circuit/VCHistory）]テーブルに表示される回線/VCの変更が検出されたバー
ジョンの最大数を設定します。変更を適用するには、サーバーを再起動する必要があります。

[履歴設定（History Settings）]の設定は、光回線で検出された変更にのみ関係します。（注）

サービス検出を無効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のバーから、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）」を
選択し、[回線/VC（Circuits/VCs）] > [ディスカバリ設定（Discovery Settings）]を選択します。

ステップ 2 [サービスディスカバリの有効化（Enable Service Discovery）]チェックボックスをオフにします。

ステップ 3 Cisco EPN Managerを再起動し、変更を適用します。Cisco EPN Managerの停止と再起動を参照してくださ
い

回線または VCの状態
[回線/VCのプライマリ状態（Circuit or PrimaryStates）]：サービサビリティ、検出、アラーム、
プロビジョニングの順に回線に関する最も重要な状態情報を伝達します。これは、通常、回線

または VCのテーブル内の最初の列に表示されます。

プロビジョニングAlarm検出サービサビリ

ティ

アイコン回線または

VCのプライ
マリ状態

（Circuit or
VC Primary
States）

——欠落

（Missing）
—欠落

（Missing）

———DownDown

—クリティカ

ル

（Critical）

——クリティカ

ル

（Critical）

—[メジャー
（Major）]

——[メジャー
（Major）]
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—[マイナー
（Minor）]

——[マイナー
（Minor）]

———一部一部ダウン

———管理上ダウン管理上ダウ

ン

——一部—一部検出

（作成、変更、または削

除）失敗

———失敗しまし

た（Failed）

（作成、変更、または削

除）進行中

———進行中

—警告—警告

———アップアップ

———自動アップ自動アップ

—情報

（Info）
——情報（Info）

—クリア済み——クリア済み

[回線/VCのサービサビリティ状態（Circuit or VC Serviceability）]：この値は、回線または VC
の管理状態と動作状態の組み合わせです。サービスの運用性に影響するため、管理状態が表示

されます。光回線の場合は、管理状態によってアクティブ化および非アクティブ化アクション

が使用可能かどうかも決定されます。動作状態は、サービスが機能しているかどうかをすばや

く特定するために表示されます。

説明アイコン回線または

VCのサービ
サビリティ状

態

管理者が回線または VCを手動でシャットダウンします。管理上ダウン

回線または VCは運用上はダウンし、管理上はアップします。ダウン

（Down）

回線または VCは、運用上も、管理上もアップします。アップ

（Up）

回線または VCは運用上は自動アップ、管理上はアップします。
特定のデバイスのみが自動アップの動作状態をサポートしていま

す。

自動アップ

（Auto Up）
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回線または VCはまだ検出されていないか、その動作ステータス
が取得できません。

取得不可

回線/VCの動作状態または管理状態が部分的です。

• [部分管理状態（Partial admin state）]：回線または VCに（一
部のサービスリソースをアクティブ化し、他のリソースを非

アクティブ化する）混在管理要求があるか、または管理上アッ

プしているリソースとダウンしているリソースが混在してい

るか、あるいは動作状態が取得できないリソースがあります。

• [部分動作状態（Partial operational state）]：回線または VCに
一部のリソースのアクティブ化と非アクティブ化が混在して

いるか、またはリソースの一部の動作状態が取得できません。

一部

保護パスで設定された回線/VCは動作していますが、重大な障害
が原因で代替パスに切り替えることはできません。

このサービスアビリティステータス表示は、Y字型ケー
ブル保護および保護 ODUを使用した OCHCC WSON回
線でサポートされます。

（注）

Up -
Unprotected

次の表に、さまざまなシナリオでの回線/VCの有用性状態の詳細を示します。

サービスアビリティ状

態

シナリオサービスタイプテクノロジー
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アップエンドポイント（サー

ビスインスタンス/サブ
インターフェイス）、

クロス接続、および

サービスに参加してい

る疑似回線の動作状態

がアップの場合

EPL、EVPL、アクセス
EPL、およびアクセス
EVPL

キャリアイーサネッ

ト

管理上ダウンサービスに参加してい

る送信元と宛先（サー

ビスインスタンス/サブ
インターフェイス）の

両方の管理状態がダウ

ンの場合

ダウン（Down）他のすべてのシナリオ

で、サービスに参加し

ている 1つ以上のエン
ドポイント（サービス

インスタンス/サブイン
ターフェイス）、クロ

ス接続、または疑似回

線がダウンしている場

合

アップ（Up）サービスに参加してい

るすべてのエンドポイ

ント（サービスインス

タンス/サブインター
フェイス）、ブリッジ

ドメイン、VFI、およ
び疑似回線がアップし

ている場合

EP-LAN、EVP-LAN、
EPツリー、および
EVPツリー

一部サービスに参加してい

る 2つ以上のエンドポ
イント（サービスイン

スタンス/サブインター
フェイス）の動作状態

がアップで、残りのエ

ンドポイントがダウン

の場合

管理上ダウン
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サービスに参加してい

るすべてのエンドポイ

ント（サービスインス

タンス/サブインター
フェイス）の管理状態

がダウンの場合

ダウン（Down）サービスに参加してい

る 1つ以上のエンドポ
イント（サービスイン

スタンス/サブインター
フェイス）の動作状態

がアップで、残りのエ

ンドポイントがダウン

の場合

アップ（Up）サービスに参加してい

るエンドポイント

（cemGroup）、基盤と
なっている TDMコン
トローラ、クロス接

続、および疑似回線の

動作状態がアップの場

合

すべてのサービスタイ

プ

回線エミュレーション

（Circuit Emulation）

管理上ダウンサービスに参加してい

る送信元と宛先のエン

ドポイント

（cemGroup）の両方の
管理状態がダウンの場

合

ダウン（Down）他のすべてのシナリオ

で、サービスに参加し

ているエンドポイント

（cemGroup）、基盤と
なっている TDMコン
トローラ、クロス接

続、および疑似回線の

いずれかの動作状態が

ダウンの場合
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アップ（Up）トンネルインターフェ

イスの動作状態がアッ

プの場合

単方向 TEトンネル
（Unidirectional TE
Tunnel）

MPLS

管理上ダウン（Admin
Down）

トンネルインターフェ

イスの管理状態がダウ

ンの場合

ダウン（Down）他のすべてのシナリオ

では、トンネルの動作

状態がダウンの場合

アップ（Up）トンネルの両端のイン

ターフェイスの動作状

態がアップの場合

双方向 TEトンネル
（Bidirectional TE
Tunnel）

管理上ダウン（Admin
Down）

トンネルの両端のイン

ターフェイスの管理者

状態がダウンの場合

ダウン（Down）それ以外の場合は、ト

ンネルインターフェイ

スの動作状態がダウン

の場合
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アップサービスに参加してい

るエンドポイント

（channelGroup）、基
盤となっているシリア

ルインターフェイス、

クロス接続、および疑

似回線の動作状態が

アップの場合

RS232、RS422、およ
び RS485

シリアル（Serial）

管理上ダウン（Admin
Down）

サービスに参加してい

る送信元と宛先のエン

ドポイント

（channelGroup）の両
方の管理状態がダウン

の場合

送信元または宛先のエ

ンドポイント

（channelGroup）のい
ずれかの管理状態がダ

ウンの場合

ダウン（Down）他のすべてのシナリオ

で、サービスに参加し

ているエンドポイント

（channelGroup）、基
盤となっているシリア

ルインターフェイス、

クロス接続、および疑

似回線のいずれかの動

作状態がダウンの場合

アップ（Up）サーバーと関連付けら

れているそのすべての

クライアントセッショ

ンがアップの場合

rawソケット（Raw
Socket）

ダウン（Down）サーバーがアップで、

関連付けられているそ

のすべてのクライアン

トセッションがダウン

の場合

管理上ダウン（Admin
Down）
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サービスに参加してい

る送信元と宛先のエン

ドポイント

（channelGroup）の両
方の管理状態がダウン

の場合

サーバーの管理状態、

または参加しているす

べてのクライアントの

管理状態がダウンの場

合

ダウン（Down）サーバーと、関連付け

られているそのすべて

のクライアントセッ

ションがダウンの場合

部分（Partial）サーバーがアップで、

関連付けられているそ

のいずれかのクライア

ントがアップの場合
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アップサービスに参加してい

るすべてのエンドポイ

ント（サブインター

フェイス、BDI、およ
びBVI）の動作状態が
アップの場合

レイヤ 3 VPN（Layer
3 VPN）

Partialサービスに参加してい

る少なくとも 2つのエ
ンドポイント（サブイ

ンターフェイス、

BDI、および BVI）の
動作状態がアップで、

残りのエンドポイント

がダウンの場合

管理上ダウンサービスに参加してい

るすべてのエンドポイ

ント（サブインター

フェイス、BDI、およ
びBVI）の管理状態が
ダウンの場合

ダウン（Down）サービスに参加してい

る 1つ以上のエンドポ
イント（サブインター

フェイス、BDI、およ
びBVI）の動作状態が
アップで、残りのエン

ドポイントがダウンの

場合

アップ（Up）SRポリシーの動作状
態がアップしている場

合

SRポリシーSR TE

管理上ダウン（Admin
Down）

SRポリシーの管理状
態がダウンしている場

合

ダウン（Down）他のすべてのシナリオ

では、SRポリシーの
動作状態がダウンの場

合

[回線または VCの検出状態（Circuit or VC Discovery State）]：サービスとそのコンポーネント
のネットワークから検出された最新の状態と構造を表します。検出されたバージョンがある場
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合は、アプリケーションが実際にサービス自体をモニターしている（たとえば、有意義な動作

データとパフォーマンスデータを定義できる）ことを意味します。

説明アイコン回線または

VCの検出状
態（Circuit
or VC
Discovery
State）

Cisco EPN Managerによって部分的に検出された回線または VC。
その想定エンティティのすべてが検出されたわけではありません。

一部

Cisco EPN Managerによって完全に検出された回線または VC。そ
のため、CiscoEPNManagerは、サービスをモニターして、有意義
な動作データとフォーマンスデータを提供できます。

完全（Full）

まだ Cisco EPN Managerによって検出されていない（ただし、プ
ロビジョニング済みである可能性がある）回線または VC。

欠落

（Missing）

回線または VCは再同期されています。Resync

[回線または VCのプロビジョニング状態（Circuit or VC Provisioning State）]：回線または VC
についてプロビジョニングする目的があるかどうかと、目的がある場合はそのステータスを表

します。調整レポートが生成された場合は、調整アクションの状態が反映されます。

説明アイコン回線または

VCプロビ
ジョニングの

状態

回線または VCが検出されましたが、まだプロビジョニングされ
ていません。回線/VCは変更または削除する場合にプロモートす
る必要があります。

なし（None）

アクションが失敗しました。失敗しました

（Failed）

アクションは開始されましたが、まだ完了していません。進行中（In
Progress）

アクションは計画されましたが、まだ開始されていません。計画済み

アクションは正常に完了しました。成功

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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回線/VCの表示
Cisco EPN Managerは、回線/VCを表示するためのさまざまな方法を提供します。

以下の手順を参照：以下の回線/VC情報を表示する
には：

•回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360
（Circuit/VC 360）]ビュー（15ページ）

•回線/VCに関する総合情報の取得：[回線/VC詳細情報
（Circuit/VC Details）]ウィンドウ（22ページ）

トポロジマップ、回線/VC 360
ビュー、または回線/VC詳細ペー
ジにおける特定の回線/VC

特定のデバイスの回線/VCの表示（25ページ）デバイス

デバイスグループの回線/VCを表示する（25ページ）トポロジマップまたは拡張テー

ブルのデバイスグループ

CiscoEPNManagerですべての回線/VCを表示（27ページ）Cisco EPN Managerのすべて

特定の回線/VCの詳細の表示
Cisco EPN Managerは、必要な詳細に応じて、特定の回線/VCに関する詳細を表示するさまざ
まな方法を提供します。

•トポロジマップ内の特定の回線/VCを表示する（12ページ）

•回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビュー（15ペー
ジ）

•回線/VCに関する総合情報の取得：[回線/VC詳細情報（Circuit/VC Details）]ウィンドウ
（22ページ）

•回線のバージョンの表示と比較（光）（23ページ）

トポロジマップ内の特定の回線/VCを表示する

回線/VCを使用する場合は、既存のネットワークトポロジ内で回線/VCがどのように展開され
ているかを確認することが非常に役立ちます。Cisco EPN Managerは、既存のトポロジマップ
上に回線/VCをオーバーレイして、回線/VCのエンドポイントとミッドポイント、エンドポイ
ントのロール（該当する場合）、および回線/VCに関連する障害情報をわかりやすく示しま
す。このオーバーレイ機能は、トポロジマップだけでなく、Geoマップでも使用できます。

MPLS TEトンネルを使用してネットワーク上を伝送される CEサービスと CEMサービスの場
合は、基盤となるトンネルもサービスオーバーレイとともにトポロジマップに表示されます。

CEサービスまたは CEMサービスでのMPLS TEトンネルの割り当て方法については、キャリ

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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アイーサネットネットワークのEVCのプロビジョニングと回線エミュレーションサービスの
プロビジョニングを参照します。

•回線の検出状態が [見つからない（Missing）]の場合は、オーバーレイを表示できません。

•回線/VCに、デバイスグループにまたがるエンドポイントが含まれている場合がありま
す。これは、あるエンドポイントはあるグループに属しており、別のエンドポイントは別

のグループに属していることを意味します。この場合は、フルオーバーレイを表示できま

せん。エンドポイントがマップ内に表示されていない場合は、通知リンクがマップの左上

に表示されます。選択した回線/VCのエンドポイントを含むすべてのデバイスグループを
表示するには、マップを展開するためのリンクをクリックします。

•オーバーレイが表示されると、リンクタイプフィルタが無効になります。

（注）

ネットワークトポロジ上に回線/VCのオーバーレイを表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックして、必要なグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブに移動して、選択したグループに関連付けられた回路/VCのリストを表示
します。

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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ステップ 4 マップ上に表示する回線/VCを選択します。

選択した回線に参加しているノードとリンクがオーバーレイ内で強調表示され、マップ内の残りのデバイ

スが無効として表示されます。選択した回線の名前がトポロジツールバーのすぐ下に表示されます。オー

バーレイをクリアするには、回線名の右側にある [X]ボタンをクリックします。オーバーレイアイコンの
説明については、回線または VCネットワークトポロジオーバーレイのアイコンを参照してください。

回線または VCネットワークトポロジオーバーレイのアイコン

定義オーバーレイアイコン

送信元エンドポイント

宛先エンドポイント

ローカルスイッチングを使用したEVCまたは
CEM

回線の作成中にユーザーによって追加された

エンドポイント。

セグメントルーティングテクノロ

ジータイプの隣接およびノード SID
の両方に「S」が表示されます。

（注）

回線の作成中にユーザーによって除外された

エンドポイント。

回線の作成中に追加または除外されたポート

の一部を持つエンドポイント。このエンドポ

イントには、回線のさまざまなルートに参加

している複数のポートが含まれています。

ルートとして指定された E-TREE EVCエンド
ポイント。

アイコンの Sは、サーバーがデバイス上で設
定されていることを示します。

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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定義オーバーレイアイコン

アイコンの Cは、クライアントがデバイス上
で設定されていることを示します。

アイコンの Sと Cは、サーバーとクライアン
トの両方が同じデバイス上で設定されている

ことを表します。

選択されたエンドポイント。

ハブ：ハブとルートが同じデバイスにある場

合（VPLSシナリオ）、ルートアイコンが茶
色の丸で囲まれます。

回線の作成中に追加されたリンク。

回線の作成中に除外されたリンク。

回線の作成中に追加または除外されたポート

の一部を持つエンドポイント。これは、同じ

回線のさまざまなルートに参加している複数

のポートを含む集約リンクを表します。

回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビュー

[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューでは、特定の回線/VCに関する情報を一目で確認でき
ます。[回線/VC360（Circuit/VC360）]ビューから、回線/VCに関する詳細情報にアクセスし、
回線/VCの 360度ビューから実行できる操作（19ページ）で説明されているアクションを実
行できます。

[回線/VC360（Circuit/VC360）]ビューの上部には、回線名、状態、および回線/VCとパフォー
マンスに関する一般情報が表示されます。より詳細な情報は、ビューの下部にあるタブに表示

されます。

説明[回線/VC 360
（Circuit/VC 360）]
ビューに示される

情報

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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回線/VCのタイプ、そのさまざまな状態（ディスカバリ、有用性、プロ
ビジョニング）、回線/VCに関連付けられている顧客、および監査情報
（いつ作成されたか、最後に変更されたのはいつか）。回線/VCの状態
の説明については、回線または VCの状態（2ページ）を参照してく
ださい。

プロビジョニングの状態が [作成失敗（Create Failed）]の場合
は、関連する [i]（[情報（information）]）アイコンをクリック
すると失敗の理由を確認できます。

（注）

[自動更新（Auto-Refresh）]：デバイスのステータスとトラブルシュー
ティングをリアルタイムで更新する場合は、[更新（Refresh）]アイコン
をクリックしてオンデマンド更新を有効にします。または、ドロップダ

ウンリストから、自動更新の間隔を 30秒、1分、2分、または 5分に設
定することもできます。デフォルトでは、自動更新はオフになっていま

す。

自動更新設定は、現在開いている [360°ビュー（360° View）]
ポップアップウィンドウにのみ適用されます。このビューを閉

じてからもう一度開いた場合または別のビューを開いた場合

は、デフォルトでは自動更新がオフになります。

（注）

TEトンネルの予約済み帯域幅の利用率が表示されます。利用率の表示は
トンネルに設定された帯域幅に基づき、トンネルに関連付けられた

Psudowireの設定帯域幅と比較されます。

一般情報

回線/VCのパフォーマンスに関するさまざまな要素を示すグラフ。

データをグラフで表示するためには、該当するデバイスで必要

なモニターリングポリシーが有効化されている必要がありま

す。たとえば、生成および受信された明示的なポインタ調整リ

レーカウンタ（LビットやPビットなど）の数を図示したグラ
フを表示するには、CEMと擬似回線エミュレーションのエッ
ジからエッジへのモニターリングポリシーの両方を有効にす

る必要があります。モニターリングポリシーリファレンスを

参照してください。

（注）

パフォーマンス

データ

重大度、ステータス、生成時間を含む、回線/VCに関する現在のアラー
ム。

アラーム

この回線/VCのエンドポイントとして機能するデバイスおよびインター
フェイス。

エンドポイント

このタブには、EVIのエンドポイントが表示されます。[EVIの詳細（EVI
Details）]タブには、選択したエンドポイントに設定されている EVIの
詳細、ルートターゲット、およびルートポリシーが表示されます。

EVI

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
16

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理

回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビュー

bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_appendix4.pdf#nameddest=unique_30


[履歴（History）]タブには回線のすべてのバージョンがリストされ、回
線/VCが検出された時点または最初に展開された時点以降に行われた変
更を確認できます。リストされている任意のバージョンの [回線 360
（Circuit 360）]ビューを開いて、そのエンドポイントやアラームなどを
確認できます。

過去の回線/VCの [回線 360（Circuit 360）]ビューを表示して
いる場合は、[履歴（History）]タブが表示されません。

（注）

また、次の手順を実行して、回線/VCのエンドポイント設定の詳細情報
を表示することもできます。

1. [プロビジョニングの状態（Provisioning State）]列で、該当する回
線/VCバージョンを見つけ、[i]（[情報（information）]）アイコンを
クリックします。

[デバイス設定の詳細（Device Configuration Details）]ポップアップ
ウィンドウが開きます。

2. 設定の詳細情報の表示対象となるエンドポイントのオプションボタ
ンをクリックします。

エンドポイントが正常にプロビジョニングされている場合は、ポッ

プアップウィンドウの下部に設定がリストされます。エンドポイン

トのプロビジョニングが失敗した場合は、代わりにプロビジョニン

グの失敗理由の説明が示されます。

履歴（History）

選択した回線内の追加の回線。関連する回線/VC
（Related
Circuits/VCs）

EVCについて、次の情報が表示されます。

• [着信トラフィック（Incoming Traffic）]：一定期間に回線/VCのすべてのエンドポイント
インターフェイスに入った着信トラフィックの合計（ビット/秒（bps）単位）。グラフに
は、すべてのエンドポイントの合計着信トラフィックの最後の 24個の標本が 1分間隔で
表示されます。ピンク色のバーは最低レベルの着信トラフィックを示し、青色のバーは最

高レベルの着信トラフィックを示します。

• [ポート可用性（PortAvailability）]：回線/VCのすべてのエンドポイントの平均可用性。す
べてのエンドポイントで集計され、パーセントで表されます。使用不可のインターフェイ

スがない限り、基準は 100%です。

• [発信トラフィック（Outgoing Traffic）]：一定期間に回線/VCのすべてのエンドポイント
インターフェイスから発信されたトラフィックの合計（ビット/秒（bps）単位）。

• [損失（Loss）]：回線/VCのすべてのエンドポイントの平均損失（パーセント単位）。

• [遅延（Delay）]：回線/VCのすべてのエンドポイントの平均遅延（マイクロ秒単位）。

• [ジッター（Jitter）]：回線/VCのすべてのエンドポイントの平均ジッター（ミリ秒単位）。

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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光回線の場合、次の回線タイプに基づいてパフォーマンスデータが表示されます。

• OCHCC WSON：フレーム、上位層プロトコルにパケットを配信できない原因となったエ
ラーを含む着信パケットの数、および回線あたりの重大エラー秒数と多重化セクション数

を含む、インターフェイスで受信されたオクテットの合計数。

• OCHNC WSON：この回線タイプの平均、最小、および最大の光信号対雑音比（OSNR）
と電気信号対雑音比（eSNR）。

• OCH-TRAIL WSON：この回線タイプでの修正不可能な単語の合計数および修正されたエ
ラーの合計数（ビット/秒（bps）単位）。

• OCH-Trail UNI：修正不可能な単語の合計数および修正されたエラーの合計数（ビット/秒
（bps）単位）、およびこの回線タイプによって送受信された最小、平均、最大の送出電
力（1ワットを基準としたデシベル（dBW）単位）。

• ODU UNI：バックグラウンドブロックエラーの合計数、重大エラー秒数の合計、および
パスモニターリングのエラー秒数比率。

• ODUトンネル：バックグラウンドブロックエラーの合計数、重大エラー秒数の合計、お
よびセクションモニターリングのエラー秒数比率。

さらに、すべての光回線タイプについて、回線から送受信された送出電力の平均量、最小量、

最大量が表示されます。

回線エミュレーションサービスについては、次の情報が表示されます。

•各回線エンドポイントのジッタバッファオーバーランの合計数。
•各回線エンドポイントで生成および受信された明示的ポインタ調整リレーカウンタ（L
ビットや Rビットなど）の合計数。

Cisco ME 1200デバイス上のサービスでは、着信トラフィックと発信トラフィック、ジッタ、
および可用性などの情報が表示されます。

MPLS双方向 TEトンネルの場合は、パフォーマンスデータを表示するために、インターフェ
イスヘルスモニターリングポリシーを必ず有効にしてください。詳細については、モニター

リングポリシーリファレンスを参照してください。次のパフォーマンスデータが表示されま

す。

• [トラフィック（Traffic）]：トンネルの両方向の合計トラフィック（ビット/秒（bps）単
位）。

• [可用性（Availability）]：トンネルのエンドポイントの平均可用性。

• [帯域幅使用率（Bandwidth Utilization）]：トンネルに関連付けられているすべての疑似回
線で設定された帯域幅の合計パーセンテージに対する、そのトンネルで設定された帯域幅

のパーセンテージ。

• [実際の帯域幅使用率（Actual Bandwidth Utilization）]：トンネルに関連付けられているす
べての疑似回線における着信/発信トラフィックで利用された帯域幅の合計パーセンテー
ジに対する、そのトンネルで設定された帯域幅のパーセンテージ。
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Y.1731プローブが有効になっているキャリアイーサネットサービスの場合は、Y.1731プロー
ブのより詳しい説明を [Y.1731]タブに表示します。

[エンドポイント（Endpoints）]タブで、関連するエンドポイントを選択した後、[i]アイコンを
クリックしてより詳しい説明を表示します。

（注）

特定の回線または VCの [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを開くには、次の手順を実行
します。

ステップ 1 [マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]
を選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。[ネットワークトポロジ（Network
Topology）]ウィンドウとその機能については、ネットワークトポロジの視覚化を参照してください。

ステップ 2 [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ページのツールバーから、[デバイスグループ（Device
Groups）]をクリックします。

[デバイスグループ（Device Groups）]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 3 回線または VCが関連付けられているデバイスグループを見つけてクリックし、ダイアログボックスを閉
じます。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックします。

ステップ 5 リストで回線または VCを見つけ、その [i]（[情報（information）]）アイコンをクリックします。

回線/VCの 360度ビューから実行できる操作

次に、選択した回線または VCの [表示（View）]メニューおよび [アクション（Actions）]メ
ニューから実行できるアクションの一覧を示します。実行可能なアクションは、選択した回線

または VCの種類によって異なります。

• View > Detailsを選択し、回線/VCに関するさらに詳しい説明を表示します。回線/VCに関
する総合情報の取得：[回線/VC詳細情報（Circuit/VC Details）]ウィンドウ（22ページ）
を参照してください。

View > Detailsは、IOTサービス（RS232、RS422、
RS485、rawソケット、C37.94、EM-Voice、およびX.21
サービスの詳細）ではサポートされていません。

（注）

• View > Service Traceを選択し、光回線のルートをトレースします。回線のすべてのルー
トのトレースと視覚化を参照してください。

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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• View > Dashboard を選択し、回線/VCのサービスパフォーマンスダッシュボードを表示
します。ダッシュボードのセットアップと使用を参照してください。

• View > Performance を選択し、CEMサービスの回線の詳細と CEMの統計情報を表示し
ます。

• Actions > Add to Compareを選択し、サービサビリティおよびプロビジョニングの状態や
発生したアラームのような情報に基づいて、別の回線またはVCと対照比較する回線また
は VCを選択します。「回線/VC情報とステータスの比較」を参照してください。

• Actions > Multilayer Trace を選択し、回線をグラフィカルに視覚化します。「回線/VCの
完全なルートのトレースと可視化」を参照してください。

• Actions > Y.1564 Testを選択し、CE回線/VCのエンドツーエンドのパフォーマンスをテ
ストします。Y.1564パフォーマンステストの実行を参照してください。

• Actions > Y.1731 Testを選択し、CE回線/VCのエンドツーエンドのパフォーマンスをテ
ストします。EVCの Y1731に基づくパフォーマンステストを参照してください。

• Actions > BERT を選択し、回線エミュレーションサービスのパフォーマンスをテストし
ます。回線エミュレーションサービスのパフォーマンステストを参照してください。

• Actions > Optical PM Parameters を選択し、光回線/VCのリアルタイムのパフォーマンス
モニターリングデータを表示します。オプティカルパフォーマンスモニターリングパラ

メータを参照してください。

• Actions > PRBS Testを選択し、光回線/VCのエンドツーエンドのパフォーマンスをテスト
します。回線（ODU UNI）での PRBSテストの実行を参照してください。

• Actions > Restoration Actions >Upgrade Restoreを選択し、障害が発生した光回線をアク
ティブなルートにアップグレードし、障害が発生した古いルートを削除します。回線の復

元（光）（35ページ）を参照してください。

• Actions > Restoration Actions >Manual Revertを選択して、ルートが障害から回復したと
きに、光回線を元のルートに復帰させます。回線の復元（光）（35ページ）を参照して
ください。

• [操作（Actions）]> [アクションの再ルーティング（RerouteActions）]> [現用パス（Working
Path）]または [保護パス（Protected Path）]を選択し、回線用に定義されている現用パス
または保護パスを通過するトラフィックを再ルーティングします。回線の再ルーティング

（光回線）（35ページ）を参照してください。

• Actions > Activate を選択し、トラフィックが光回線を通過するようにします。回線をア
クティブにする（光）（34ページ）を参照してください。

• Actions > Deactivate を選択し、トラフィックが光回線を通過するのを停止します。回線
をアクティブにする（光）（34ページ）を参照してください。

• Actions > Pseodowire OAM、LSP OAM、CFM OAM、または SR TE OAMオプションを
選択し、OAMコマンドを使用してサービス障害をトラブルシューティングします。OAM
コマンドを使用してサービス障害をトラブルシュートするを参照してください。
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• [アクション（Actions）]> [トポロジに表示（Show in Topology）]を選択し、トポロジマッ
プに回線/VCオーバーレイを表示します。

• [サービスアビリティ（Serviceability）]ステータスの横にある iアイコンをクリックし、回
線の障害に関する追加情報を表示します。回線/VC障害に関する詳細情報の取得を参照し
てください。

• [アクション（Actions）] > [再同期（Resync）] > を選択し、特定のサービスに関するサー
ビス検出の再同期を実行します。詳細については、「サービス検出の再同期」を参照して

ください。

回線/VC情報とステータスの比較

[比較ビュー（ComparisonView）]では、複数の回線またはVCの対照比較を実行し、検出およ
びプロビジョニングの状態、発生したアラーム、関連するエンドポイントなどの情報を表示で

きます。回線または VCを比較するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 比較する回線または VCごとに、次の手順を実行します。

a) 「回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビュー」に記載されているよ
うに、[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを開きます。

b) [アクション（Actions）] > [追加して比較（Add to Compare）]を選択します。

選択した回線またはVCがページの下部に表示されます。最大 4つの回線またはVCを選択できます。

ステップ 2 [比較（Compare）]をクリックします。

比較ビューが開きます。

ステップ 3 ビューの上部にあるドロップダウンリストで、利用可能なすべての情報をビューに表示するか、デバイス
ごとに一意の情報だけを表示するかを指定します。

ステップ 4 [比較ビュー（Comparison View）]をクリックして、ビューに表示するカテゴリのチェックボックスをオン
にしてから、[保存（Save）]をクリックします。

デフォルトで、すべてのカテゴリがすでに選択されています。

ステップ 5 選択したカテゴリごとに提供される情報が表示されるようにページをスクロールダウンします。

次の点に注意してください。

• [比較ビュー（Comparison View）]には、一度に 2つの回線または VCに関する情報しか表示されませ
ん。3つ以上を選択した場合は、現在表示されていない回線またはVCに切り替える必要があります。

•選択した回線または VCの順序を変更するには、[再整理（Rearrange）]をクリックします。

•各回線または VCの [表示（View）]メニューと [アクション（Actions）]メニューは、[回線/VC 360
（Circuit/VC 360）]ビューで提供されるものと同じです。オプションを選択すると、対応するページ
が開きます。

•必要に応じて、表示されるカテゴリを最小化または最大化できます。
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• [比較ビュー（Comparison View）]は、デバイス、インターフェイス、およびリンクでも利用できま
す。それぞれの 360ビューからこれらの要素のいずれかを比較用に選択すると、対応するタブにその
要素が表示されます。これにより、必要に応じて要素のタイプを切り替えることができます。

•回線または VCの比較を終了する場合は、ビューの上部にある [戻る（Back）]をクリックしてから、
ページの下部にある [すべての項目をクリア（Clear All Items）]をクリックします。他の要素タイプの
タブが表示されている場合は、それらのタブもクリアする必要があります。

回線/VCに関する総合情報の取得：[回線/VC詳細情報（Circuit/VC Details）]ウィンドウ

[回線/VC詳細情報（Circuit/VC Details）]ウィンドウには、特定の回線/VCに関する追加の詳
細情報（回線/VCに対して定義されている属性を含む）が表示されます。表示されたページに
示される情報は、回線/VCのタイプに応じて異なります。また、[回線/VC詳細情報（Circuit/VC
Details）]ウィンドウでは特定のアクション（回線/VCの変更または削除、新しい回線/VCの作
成、パフォーマンステストの実行など）を実行することもできます。

[回線/VC詳細情報（Circuit/VCDetails）]ウィンドウを表示するには、いずれかの回線/VCテー
ブルで回線/VC名のハイパーリンクをクリックします。あるいは、次のように [回線/VC 360
（Circuit/VC 360）]ビューから [回線/VC詳細情報（Circuit/VC Details）]ウィンドウを表示す
ることもできます。

ステップ 1 必要な回線/VCの [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。回線/VCの情報をすばやく取得す
る：[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビュー（15ページ）を参照してください。

ステップ 2 View > Detailsを選択します。[回線/VC詳細情報（Circuit/VC Details）]ページの属性の説明については、
キャリアイーサネットネットワークの EVCのプロビジョニングおよび光/DWDMネットワークの回線の
プロビジョニングを参照してください。

詳細は、次の 2つのタブに表示されます。

• [要約（Summary）]：回線検出およびプロビジョニング状態、承認しきい値、WSONラベル、回線タ
イプ、回線に関連付けられている波長、保護ステータスなどの回線情報を表示します。

• [ポート（Ports）]：回線に関連付けられたポート、ポートの役割、ポートに関連付けられた IPアドレ
スなどのポート情報を表示します。

[回線/VCの詳細（Circuit/VC Details）]ページから実行できるアクション

[回線/VCの詳細（Circuit/VC Details）]ウィンドウでは、次のアクションを実行できます。

•回線/VCの変更（Cisco EPN Managerを使用してプロビジョニングされた回線/VCに対し
て使用可能なアクション）。回線/VCの変更（33ページ）を参照してください。
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•回線/VCの削除（検出された回線/VCではなく、Cisco EPNManagerを使用してプロビジョ
ニングされた回線/VCに対して使用可能なアクション）。回線/VCの削除（40ページ）
を参照してください。

•新しい回線/VCの作成。[作成（Create）]ボタンをクリックすると、プロビジョニングウィ
ザードが開き、新しい回線/VCを作成できます。キャリアイーサネットネットワークの
EVCのプロビジョニングおよび光/DWDMネットワークの回線のプロビジョニングを参照
してください。

• Actions > Y.1564 Testを選択し、CE回線/VCのエンドツーエンドのパフォーマンスをテ
ストします。Y.1564パフォーマンステストの実行を参照してください。

• Actions > BERT を選択し、回線エミュレーションサービスのパフォーマンスをテストし
ます。回線エミュレーションサービスのパフォーマンステストを参照してください。

• Actions > Optical PM Parameters を選択し、光回線/VCのリアルタイムのパフォーマンス
モニターリングデータを表示します。オプティカルパフォーマンスモニターリングパラ

メータを参照してください。

• Actions > PRBS Testを選択し、光回線/VCのエンドツーエンドのパフォーマンスをテスト
します。回線（ODU UNI）での PRBSテストの実行を参照してください。

• Actions > Restoration Actions >Upgrade Restoreを選択し、障害が発生した光回線をアク
ティブなルートにアップグレードし、障害が発生した古いルートを削除します。回線の復

元（光）（35ページ）を参照してください。

• Actions > Restoration Actions >Manual Revertを選択して、ルートが障害から回復したと
きに、光回線を元のルートに復帰させます。回線の復元（光）（35ページ）を参照して
ください。

• Actions > Activate を選択し、トラフィックが光回線を通過するようにします。回線をア
クティブにする（光）（34ページ）を参照してください。

• Actions > Deactivate を選択し、トラフィックが光回線を通過するのを停止します。回線
をアクティブにする（光）（34ページ）を参照してください。

• Actions > Resync を選択し、回線を再同期します。回線/VCの再同期（40ページ）を参
照してください。

回線のバージョンの表示と比較（光）

[回線履歴（CircuitHistory）]ページを使用して、光回線の 2つのバージョンを比較します。[回
線履歴（Circuit History）]ページから、次のアクションを実行できます。

•光回線で発生したイベントの簡単な視覚化と統合ビューを取得します。

•イベントに関連付けられているアラームを表示します。

•光回線で発生した障害に関する情報を表示します。

•回線内のルート変更を比較します。

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
23

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理

回線のバージョンの表示と比較（光）

bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter16.pdf#nameddest=unique_643
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter16.pdf#nameddest=unique_643
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter16.pdf#nameddest=unique_644
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter18.pdf#nameddest=unique_730
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter18.pdf#nameddest=unique_347
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter18.pdf#nameddest=unique_731
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter18.pdf#nameddest=unique_731
bk-cisco-evolved-programmable-network-manager-5-1-3-user-and-administrator-guide1_chapter18.pdf#nameddest=unique_499


たとえば、光回線で復元が発生したことがあるとします。[回線履歴（Circuit History）]ページ
を使用すると、次のアクションを実行できます。

1. 回線で発生した変更のリストを表示します。

2. 保護切り替えアクションまたは回線で発生した再ルーティングがある場合、[タイプ（Type）]
列の [i]アイコンをクリックすると、保護切り替えアクションを引き起こしたイベントの詳
細、または再ルーティングアクションにより発生した障害の理由を表示できます。

3. [タイムスタンプ（Time Stamp）]列の [i]アイコンをクリックし、イベントに関連付けら
れているアラームを表示します。

4. アクティブパスと保護切り替え時のパスとの間のルート変更をさらに詳細に比較できま
す。

5. また、アクティブパスと元のパスの間、または元のパスと保護切り替え時のパス間のルー
トを比較し、参加しているノードの相違を表示し、影響を受けるノードのアクションを取

得できます。

光回線の履歴を表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロ
ジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、必要な回線/VCが作成された場所を選択します。

デフォルトでは、[すべての場所（All Locations）]グループが選択されます。（注）

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（NetworkTopology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックします。

ステップ 5 履歴を表示する光回線を選択します。回線のオーバーレイがマップ上に表示されます。

ステップ 6 トポロジツールバーのすぐ下に表示される [回線履歴（Circuit History）]ハイパーリンクをクリックしま
す。

[回線履歴（Circuit History）]領域は、トポロジマップの横に表示され、回線のさまざまなバージョンのリ
ストが表示されます。デフォルトでは回線のアクティブルートが選択され、マップ上に表示されます。

ステップ 7 [回線履歴（Circuit History）]領域に表示されるリストから履歴バージョンを選択し、現在のバージョンと
比較します。

マップ上のオーバーレイは、選択内容に基づいて変更され、アクティブルートと履歴バージョンの両方が

表示されます。一度に選択および比較できるバージョンは 2つのみです。
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特定のデバイスの回線/VCの表示
特定のデバイスが参加するすべての回線/VCのリストを表示するには、[デバイス 360（Device
360）]ビューを使用します。これは、特定のデバイスに問題があり、影響を受けるサービスを
確認したい場合に便利です。

デバイスが参加する回線/VCのリストを表示するには、以下を行います。

ステップ 1 ネットワークトポロジで必要なデバイスをクリックします（[マップ（Map）]> [トポロジマップ（Topology
Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]）。

ステップ 2 ポップアップウィンドウで View 360をクリックします。

ステップ 3 [デバイス 360（Device 360）]ビューの [回線/VC（Circuit/VC）]タブに移動して、そのデバイスに関連する
回線をリストしている表を表示します。その表には、回線/VC名、回線/VCタイプ、作成および変更され
た時刻、回線/VCの現在のステータスがリストされます。

デバイスグループの回線/VCを表示する
•トポロジウィンドウのデバイスグループの回線/VCリストの表示（25ページ）
•拡張テーブルにデバイスグループの回線/VCを表示する（26ページ）

トポロジウィンドウのデバイスグループの回線/VCリストの表示

CiscoEPNManagerは、ネットワークトポロジウィンドウの左側にある [回線/VC（Circuits/VCs）]
タブで、検出およびプロビジョニングされた回線/VCを表示します。回線/VCのリストは、選
択したデバイスグループに基づいてフィルタ処理されます。回線/VC名をクリックして [回
線/VCの詳細（Circuit/VC Details）]ウィンドウを起動するか、情報アイコンをクリックして
[回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを起動して、回線/VCの詳細を表示できます。

検出/プロビジョニングされた回線/VCの表示と管理
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[回線/VC（Circuits/Vcs）]タブには、検出された回線/VC、および Cisco EPNManagerを使用し
てプロビジョニングされた回線/VCの最新バージョンが一覧表示されます。回線/VCは、プラ
イマリ状態（デフォルト）でソートされます。

[ネットワークトポロジ（network topology）]ウィンドウの回線/VCのリストを表示するには、
以下を行います。

ステップ 1 左側のナビゲーションウィンドウで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]を選択します。[ネットワークトポロジ（network topology）]ウィ
ンドウが開きます。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックし、トポロジマップに表示するデバイスのグルー
プを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブに移動して、選択したデバイスグループに関連する回線/VCのリストを表
示します。

ステップ 4 回線/VCを選択して回線/VCのオーバーレイをネットワークトポロジで表示します。つまり、回線/VCの
エンドポイントとパスが物理トポロジの上に表示されます。回線名のハイパーリンクをクリックして回線

の詳細を表示するか、回線/VC名の横にある情報アイコンをクリックして [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]
ビューを開きます。

ステップ 5 別のウィンドウで回線/VCの表のビューを開くには、回線/VCのリストの下の [回線/VC（Circuit/VCs）]を
クリックします。

拡張テーブルにデバイスグループの回線/VCを表示する

ネットワークトポロジウィンドウから、選択したデバイスグループに関連付けられた回線/VC
のテーブルを別のブラウザウィンドウで開くことができます。このテーブルには、各回線/VC
に関する詳細情報が表示され、並べ替えや検索が可能なため、情報を簡単に見つけることがで

きます。このテーブルは、特に、回線/VCのプロビジョニングステータスやCiscoEPNManager
内でのそれらの管理ステータスの識別に便利です。回線/VC状態とそれらのアイコンの説明に
ついては、回線または VCの状態（2ページ）を参照してください。

デフォルトで、回線/VCテーブルでは、回線/VCがプライマリ状態の順にソートされます。必
要に応じて、テーブルのソート順を変更できます。

展開した回線/VCテーブルは [ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウと連動
するため、テーブルで回線/VCを選択すると、回線/VCが [ネットワークトポロジ（Network
Topology）]ウィンドウ内にトポロジマップのコンテキストで図示されます。

展開されたより詳細な回線の一覧を別のウィンドウに表形式で表示するには、次の手順を実行

します。

ステップ 1 左側のナビゲーションウィンドウで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]を選択します。[ネットワークトポロジ（network topology）]ウィ
ンドウが開きます。
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ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックし、トポロジマップに表示するデバイスのグルー
プを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブに移動して、選択したデバイスグループに関連する回線/VCのリストを表
示します。

ステップ 4 回線/VCのリストの下にある [回線/VC（Circuit/VCs）]ハイパーリンクをクリックし、選択したデバイス
グループに関連する回線/VCのリストを含む別のウィンドウを開きます。

•回線/VC 360ビューを表示することにより、回線/VCの詳細を確認します。回線/VCの表
示を参照してください。

•マップ上の回線/VCを、表示されたデバイス上のオーバーレイとして表示します。トポロ
ジマップ内の特定の回線/VCを表示する（12ページ）を参照してください。

•プロビジョニングウィザードを起動して、回線/VCをプロビジョニングします。新規キャ
リアイーサネット EVCの作成およびプロビジョニングおよび光/DWDMネットワークの
回線のプロビジョニングを参照してください。

•回線障害の詳細を確認します。回線/VC障害に関する詳細情報の取得を参照してくださ
い。

•変更、削除、回線トレース、およびパフォーマンステスト用の回線/VCを選択します。詳
細については、次のトピックを参照してください。

•回線/VCの変更（33ページ）
•回線/VCの削除（40ページ）
•回線/VCのパフォーマンステストの実行

Cisco EPN Managerですべての回線/VCを表示
[回線/VCおよびネットワークインターフェイス（Circuits/VCs&Network Interfaces）]ページに
は、Cisco EPN Managerが現在管理しているすべての回線と VCがリストされています。ここ
から、名前、タイプ、または顧客などの基本的な基準を使用してリストをフィルタ処理するこ

とによって、特定の回線または VCをすばやく見つけることができます。Cisco EPN Manager
がプロビジョニングした EFPの数を表示できます。すべての EFPがプロビジョニングされて
いる場合、EFPの数はサービスの数と一致します。重大なアラームまたは特定の状態にあるす
べての回線および VCを確認できます（回線と VCの状態（プライマリ状態を含む）について
は、回線または VCの状態（2ページ）を参照してください）。回線および VCの管理タス
クを実行し、業績テストを実行することもできます。このページを使用するには、次の手順に

従います。

回線または VCに参加しているデバイスが Cisco EPN Managerから削除された後も、対応する
回線または VCは引き続き [回線/VCおよびネットワークインターフェイス（Circuits/VCs &
Network Interfaces）]ページに表示されます。

（注）
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ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [回線/VCおよびネットワークインターフェイス
（Circuits/VCs & Network Interfaces）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかの操作を実行します。

•クイックフィルタフィールド内のいずれかを使用して、特定の回線またはVCを検索します。たとえ
ば、[タイプ（Type）]フィールドに「L3VPN」と入力して、そのタイプのすべての回線と VCをリス
トするか、[サービサビリティ（Serviceability）]クイックフィルタフィールドをクリックし、[ダウン
（Down）]を選択して、現在停止しているすべての回線と VCを表示します。

•トポロジマップで特定の回線またはVCを表示するには、そのラジオボタンをクリックし、[アクショ
ン（Actions）] > [トポロジに表示（Show in Topology）]を選択します。

•回線または VCを選択した状態で、[アクション（Actions）]メニューを使用して回線または VCを有
効化し、パフォーマンステストを実行します。

•回線およびVCの作成、変更、削除、または強制削除を行うには、[回線/VCおよびネットワークイン
ターフェイス（Circuits/VCs&Network Interfaces）]ページのツールバーにある該当するボタンをクリッ
クします。これにより、プロビジョニングウィザードが開きます。

検出された回線/VCの特定と管理

CiscoEPNManagerは、既存のネットワーク回線/VCを検出し、回線/VCリストに表示します。
検出された回線/VCには、システムによって自動的に名前が付けられます。EVCの名前は
EvcLink_で始まります（EvcLink_Vpls_Bridge_318#318#VFIVPLS2_541549_10.56.23.48#1な
ど）。

回線/VCが検出されると、光回線、CE回線、または L3VPN回線/VCのいずれであるかが識別
されますが、CE回線/VCの正確なタイプを識別することはできません。たとえば、CE回線/VC
は [タイプ（Type）]列に EVCが表示されますが、EPLや E-LANなどの EVCのタイプは表示
されません。光学系の場合は、回線の正確なタイプが表示されます。

（注）

検出された回線/VCでは、次の操作を実行できます。

•検出された回線/VCを名前別に回線/VCリストで識別するか、または状態（Discovered）
別に回線/VCのテーブルで識別します。

•検出された回線/VCに関する詳細を、回線/VCのエンドポイントを含めて [回線/VC 360
（Circuit/VC 360）]ビューに表示します。

•ネットワークトポロジ上に回線/VCのオーバーレイを表示します。
•回線/VCの障害情報を表示します。
•検出された回線/VCを昇格させます。その後でその回線は編集または削除できます（光回
線と選択した EVCに適用されます）。変更/削除前の検出された回線/VCの昇格（31ペー
ジ）を参照してください。
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•パフォーマンステストを実行します。

暗黙的な回線の表示/非表示

別の回線の基盤または「伝送」回線である場合、その回線は暗黙的回線と分類されます。たと

えば、OCHTRAIL回線は、OCHCC回線の伝送回線（および暗黙的回線）である場合がありま
す。デフォルトでは、すべての回線が回線リストに表示されます。ただし、必要に応じて、暗

黙的回線をリストから非表示にすることができます。暗黙的回線が非表示の場合、それらの回

線はリストには表示されませんが、[回線 360（Circuit/VC 360）]ビューの [伝送回線（Carrying
Circuits）]タブに表示できます。

暗黙的回線を回線リストから非表示にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System Settings）]
を選択します。

ステップ 2 [システム設定（SystemSettings）]メニューから、[回線/VC（Circuits/VCs）] > [回線/VCの表示（Circuits/VCs
Display）]を選択します。

ステップ 3 [暗黙的回線/VCの表示（Show Implicit Circuits/VCs）]チェックボックスをオフにします。

ユーザー定義フィールドに基づいた回線/VCリストのフィ
ルタ処理とエクスポート

ユーザー定義フィールドを作成し、そのフィールドに値を割り当て、それを回線/VCに関連付
けることができます。その後に、ユーザー定義フィールドに基づいて回線/VCリストの並べ替
え、フィルタ処理、エクスポートがきます。

たとえば、サービスへの影響に基づいて回線/VCリストをフィルタ処理する場合は、次の操作
を行う必要があります。

•「サービスへの影響（Service Impact）」という名前のユーザー定義フィールドの作成

•ユーザー定義フィールドの [サービスへの影響（Service Impact）]を関連付ける回線/VCの
選択

• [サービスへの影響（Service Impact]フィールドへの値（ [重大（Critical）]、[中
（Moderate）]、または [低（Low）]）の割り当て

•サービスへの影響の値に基づいた回線/VCリストの並べ替え、フィルタ処理、およびエク
スポート

最大 10個のユーザー定義フィールドを作成できます。（注）
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ステップ 1 ユーザー定義フィールドを作成するには、次のいずれかを実行します。

• [管理（Administration）]> [設定（Settings）]> [システム設定（System Settings）]> [全般（General）]>
[ユーザー定義フィールド（User Defined Fields）]を選択した後、[+]アイコンをクリックして新しい
ラベルと説明を作成します。[保存（Save）]をクリックします。

[管理（Administration）]メニューからはユーザー定義フィールドに値を割り当てることはで
きません。

（注）

• [インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [回線/VCおよびネットワークインターフェイス
（Circuits/VCs & Network Interfaces）]を選択し、回線/VCを選択した後、[アクション（Actions）] >
[ユーザー定義フィールドの管理（Manage User Defined Fields）]を選択します。[+]アイコンをクリッ
クし、ユーザー定義フィールド、説明、および値を作成します。[保存（Save）]をクリックします。

• [マップ（Map）]> [トポロジマップ（TopologyMaps）]> [ネットワークトポロジ（NetworkTopology）]
を選択し、[回線/VC（Circuits/VCs）]タブに移動して回線/VCのリストの下にある [回線/VC
（Circuits/VCs）]ハイパーリンクをクリックします。回線/VCの拡張テーブルが別のウィンドウで開
きます。回線/VCを選択し、[アクション（Actions）]> [ユーザー定義フィールドの管理（Manage User
Defined Fields）]を選択します。[+]アイコンをクリックし、ユーザー定義フィールド、説明、および
値を作成します。[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 [回線/VCおよびネットワークインターフェイス（Circuits/VCs&Network Interfaces）]ページまたは回線/VC
の展開テーブルで、ページの右上にある [設定（Settings）]アイコンをクリックし、[列]を選択します。

ステップ 3 作成したユーザー定義フィールドを選択し、[閉じる（Close）]をクリックします。割り当てられた値を持
つユーザー定義フィールドは、回線/VCのテーブル内の列として表示されます。

ステップ 4 テーブルの右上の [設定（Settings）]アイコンの横にある [エクスポート（Export）]アイコンをクリックす
ると、テーブルのデータがファイル（CSV形式）にエクスポートされます。

ユーザー定義フィールドは、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定
（System Settings）] > [一般（General）] > [ユーザー定義フィールド（User Defined Fields）]
からのみ削除できます。

回線に関連付けられているルートの表示
ネットワークトポロジの [ルート（Routes）]ドロップダウンメニューを使用して、回線オー
バーレイ内の回線に関連付けられている特定のルートを表示します。CiscoEPNManagerはサー
ビス内のリンクからルートを計算します。また、選択したルートに基づいてオーバーレイを

フィルタ処理することもできます。

この機能は、ポイントツーポイントCEサービス、光回線、およびCEMサービスでのみサポー
トされています。

（注）
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ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロ
ジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]リストから、必要なグループを選択します。Cisco EPN Managerは
[回線/VC（Circuit/VCs）]タブの選択したグループに関連付けられている回線のリストを表示します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuit/VCs）]をクリックし、表示する回線を選択します。

ステップ 4 [ルート（Routes）]ドロップダウンリストから、必要なルートタイプを選択します。

ルートタイプは、選択した回線で設定されたルートに基づいています。（注）

変更/削除前の検出された回線/VCの昇格
検出された回線は、変更または削除する前に昇格させる必要があります。昇格後、回線/VCの
プロビジョニング状態は [正常に昇格（Promote Successful）]に変更されます。

昇格は、光回線、MPLS-TE、SR-TE、および追加設定のないLMI、QoS、G.8032、ICCP-SMな
どの基本的なEVCでサポートされています。基盤のコアがVPLS（E-LANおよびE-TreeEVCs）
の場合は昇格がサポートされます。検出された回線/VCを昇格できない場合は、変更または削
除できません。また、回線エミュレーションのサービス、単方向サービス、双方向サービス、

および L3VPNサービスの昇格もサポートされています。

CFMドメイン名、CFMドメインレベル、メンテナンスなどの CFMパラメータを使用した CE
サービスの昇格。関連付けられた[名前のタイプ（Name Type）]、[ITUキャリアコード（ITU
Carrier Code）]、[ITUMEG IDコード（ITUMEG IDCode）]、[継続性チェック間隔（Continuity
check interval）]、および [IPSLAプローブ（IPSLAprobes）]がサポートされています。[メンテ
ナンス（Maint）]で [ITU]が選択されている場合、ITUキャリアコードと ITU MEG IDコード
が表示されます。関連付けられた[名前のタイプ（NameType）]ドロップダウンリスト。XRデ
バイスでの IPSLAプローブのカスタムプロファイル名のプロモーションはサポートされてい
ません。サービスはカスタムプロファイル名を使用してプロモーションされますが、サービス

の変更時にはリストされません。

ME1200デバイスを除き、IOS XEデバイスと IOS XRデバイスでの ICCベースの CFM設定の
昇格がサポートされています。ICCベースの CFMは、EVPN VPWSではサポートされていま
せん。EVPNベースの E-LANサービスは、昇格ではサポートされていません。

（注）

検出された回線/VCを昇格させるには、次の手順を実行します。

始める前に

L3VPNサービスを正常に昇格させるには、L3VPNサービスのルート識別子が rd
device_ip:numberの形式で指定されていることを確認します。
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次に例を示します。

vrf definition vdvvgfr420
rd 10.104.120.133:420
vpn id 36B:420
!

address-family...

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）]> [トポロジマップ（Topology Maps）]> [ネットワー
クトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィ
ンドウが開きます。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックして、必要なグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuit/VCs）]タブに移動し、[回線/VC（Circuit/VCs）]リンクをクリックして、選択したグルー
プ内の回線/VCの拡張テーブルを開きます。

ステップ 4 昇格させる検出された回線/VCを選択します。

デバイスから検出されたものの、昇格されていない L3VPNサービスを識別するには、プロビジョニング
ステータスが [なし（None）]の L3VPNサービスをフィルタ処理で除外します。また、L3VPNサービスの
[名前（Name）]フィールドを使用して、検出されたサービスを識別することもできます。検出されたL3VPN
サービスの [名前（Name）]フィールドは、サービス固有の VLAN IDで表されます。

デバイスから検出されたものの、昇格されていないMPLSTEサービスを識別するには、プロビジョニング
ステータスが [なし（None）]のMPLSTEサービスをフィルタ処理で除外します。MPLSTEサービスの [名
前（Name）]フィールドを使用して、検出されたサービスを識別することもできます。

ステップ 5 Modifyをクリックします。プロビジョニングウィザードが開きます。

ステップ 6 光回線の場合は、必要に応じて回線を変更し、Createをクリックします。

ステップ 7 EVCの場合は、次の手順を実行します。

a) [エンドポイントの詳細（EndpointDetails）]ページで、エンドポイントを選択します。選択したエンド
ポイントに関連するフィールドが下に表示されます。

b) ドロップダウンリストから UNIまたは ENNIを選択してエンドポイントのタイプを指定し、エンドポ
イントの名前を入力します。UNIの場合は、バンドル属性と多重化属性を設定することもできます。

c) 次のエンドポイントを選択し、そのタイプ、名前、および属性を定義します。
d) Nextをクリックします。

e) [検出されたサービスの管理（Manage Discovered Service）]の [サービスの詳細（Service Details）]ペー
ジでサービスの [タイプ（Type）]を選択します。リスト内の使用可能なタイプは、定義したエンドポ
イントのタイプと UNIオプションから派生します。たとえば、[All to one Bundling]オプションで UNI
を定義した場合、リストでは EPL、EP-LAN、および EP-Treeが使用できるようになります。ENNIを
定義した場合は、アクセスEPLのみがリスト内で使用できるようになります。必要に応じて、前に戻っ
てエンドポイントを再定義できます。

f) サービスに名前を付けます。必要に応じて説明を入力し、顧客を指定します。

g) E-Tree EVCの場合は、[エンドポイントの指定（Endpoint Designation）]テーブルで各エンドポイント
のロール（ルートまたはリーフ）を指定します。ここで指定するロールは、デバイスで設定されてい

るロールと一致する必要があります。

h) Saveをクリックします。EVCは [回線/VC（Circuit/VCs）]リストに新しい名前で表示され、そのステー
タスは [作成済み（Created）]および [展開済み（Deployed）]になります。
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i) これで、リスト内の昇格された EVCを選択して変更または削除できるようになります。

ステップ 8 L3VPNサービスの場合は、次の手順を実行します。

a) サービスに名前を付けます。必要に応じて説明を入力して顧客を指定し、[次へ（Next）]をクリックし
ます。

b) [展開アクション（Deployment Action）]ドロップダウンメニューで、VPNサービス昇格プロセスの完
了時に取得する必要があるタスク（[プレビュー（Preview）]または [展開（Deploy）]）を指定し、[次
へ（Next）]をクリックします。

c) UNI名、MTU値、およびサービス多重化を有効にするかどうかを指定します。
d) Saveをクリックします。L3VPNサービスは [回線/VC（Circuit/VCs）]リストに新しい名前で表示され、
そのステータスは [正常に昇格（Promote Successful）]になります。

e) これで、昇格した L3VPNサービスをリストから選択し、変更または削除できるようになります。

ステップ 9 MPLS TEトンネルサービスの場合は、次の手順を実行します。

a) 必要に応じて、サービスに名前を付けます。必要に応じて説明を入力して顧客を指定し、[次へ（Next）]
をクリックします。

b) [保存（Save）]をクリックします。MPLS TEトンネルサービスは [回線/VC（Circuit/VCs）]リストに
表示され、そのステータスは [正常に昇格（Promote Successful）]になります。

c) これで、昇格したMPLSTEトンネルサービスをリストから選択し、変更または削除できるようになり
ます。

アフィニティと優先度のデフォルト値は、トンネルの昇格後に変更フローで再設定されます。

動作中のパスのロックダウンで検出されたMPLSTEトンネルは、変更および昇格時にロックダウ
ンが消失します。

（注）

回線/VCの変更
プロビジョニング状態が定義済み、導入済み、失敗、または検出済みとなっている回線/VCに
は、変更を加えることができます。プロビジョニング状態の詳細については、回線または VC
の状態（2ページ）を参照してください。

UNIまたはエンドポイントの選択は変更できません。ただし、UNIの名前は変更できます。別
のデバイスをエンドポイントにする場合は、既存の回線/VCを削除してから新しい回線/VCを
作成する必要があります。

（注）

E-LAN EVCおよび E-TREE EVCについては、エンドポイント（サイト）を追加または削除で
きます。

回線/VCに変更を加えるには、次の手順に従います。
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ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）]> [トポロジマップ（Topology Maps）]> [ネットワー
クトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、必要なグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、変更を加える回線または VCのオプションボタンをクリッ
クします。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのツールバーで、鉛筆の形をした（[変更（Modify）]）アイコンをクリッ
クします。

プロビジョニングウィザードが開き、選択した回線または VCの情報が表示されます。

ステップ 5 必要に応じて回線または VCを編集してから、再び展開します。キャリアイーサネットネットワークの
EVCのプロビジョニングおよび光/DWDMネットワークの回線のプロビジョニングを参照してください。

回線をアクティブにする（光）
光回線をアクティブにして、トラフィックが通過しているかどうかを判断することができま

す。ネットワーク内で検出され、展開された回線をアクティブにすることができます。また、

回線の管理ステータスはダウンにする必要があります。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロ
ジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックし、対象の回線/VCを作成したデバイスグループ
を選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、アクティブにする光回線を特定し、情報アイコンをクリックして、そ
の [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューにアクセスします。

ステップ 4 [アクション（Actions）] > [アクティブ化（Activate）]を選択して、トラフィックが光回線を通過するよう
にします。

また、[回線/VCの詳細（Circuit/VC Details）]ウィンドウやマルチレイヤトレースビューから光
回線をアクティブにすることもできます。回線/VCの表示および回線/VCの完全なルートをトレー
スおよび可視化するを参照してください。

（注）

ステップ 5 光回線を再展開します。

光回線を非アクティブにして、それを通過するトラフィックを停止することもできます。ネッ

トワーク内で回線が検出され、展開されており、回線の管理状態がアップになっていることを

確認します。[アクション（Actions）] > [非アクティブ化（Deactivate）]をクリックします。
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回線の復元（光）
光回線で連続して複数の障害が発生し、障害が発生した回線が新しいルートで再ルーティング

される場合には、光回線を復元できます。

次の条件を満たす光回線を復元または復帰できます。

•回線のプロビジョニング状態が [展開済み（Deployed）]または [検出済み（Discovered）]
である。

•回線の [復元（Restoration）]属性が trueに設定されている。
•回線の復元モードが手動（manual）または自動（automatic）に設定されている。

光回線を復元するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロ
ジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックし、障害が発生した光回線が含まれているデバイ
スグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、障害が発生した光回線を見つけ、情報アイコンをクリックして、その
回線の [回線/VC 360（Circuit/VC 360）]ビューを表示します。

ステップ 4 Actions > Restoration Actions > Upgrade Restore を選択し、障害が発生した光回線をアクティブなルート
にアップグレードし、障害が発生した古いルートを削除します。

また、[回線/VC詳細情報（Circuit/VCDetails）]ウィンドウとマルチレイヤトレースビューから、
障害が発生した回線を復元することもできます。回線/VCの表示および回線/VCの完全なルート
をトレースおよび可視化するを参照してください。

アップグレード復元オプションは、復元できない回線に対しては無効になります。

復元が有効になっている場合、必要に応じて制約を追加できます。

OCH-Trail WSON回線の NCS2Kデバイスでは、回線が [リバーティブ（Revertive）]として設定
されている場合にのみ、復元ステータスパラメータが [復元（Restored）]に設定されます。

（注）

元のルートが障害から回復したときに、光回線を元のルートに復帰させることもできます。

Actions > Restoration Actions > Manual Revertをクリックします。

回線の再ルーティング（光回線）
サービスを中断することなくネットワークのメンテナンス作業を行うために、回線を現用パス

から保護パスに再ルーティングできます。再ルーティング操作は、Cisco EPN Managerでプロ
ビジョニングまたは検出されたすべてのWSON回線に対して有効です。
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復旧状態が「復旧済み」または「復元可能」となっている回線には、再ルーティング操作を実

行することはできません。

（注）

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロ
ジ（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックし、対象の回線/VCを作成したデバイスグループ
を選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、再ルーティングする光回線を見つけ、その情報アイコンをクリックし
て回線/VCの 360度ビューにアクセスします。

ステップ 4 回線に定義された現用パスまたは保護パス経由でトラフィックを再ルーティングするには、[アクション
（Actions）] > [再ルーティングアクション（Reroute Actions）] > [現用パス（Working Path）]または [保
護パス（Protected Path）]の順に選択します。

マルチレイヤトレースビューから光回線を再ルーティングすることもできます。回線/VCの完全
なルートをトレースおよび可視化するを参照してください。

（注）

回線/VCのプロビジョニングされたバージョンと検出さ
れたバージョンの比較と調整

この機能は、キャリアイーサネットVC、回線エミュレーション、およびシリアルサービスで
のみサポートされています。

（注）

Cisco EPN Managerを使用して回線/VCをプロビジョニングすると、関連する CLIコマンドが
回線/VCに参加しているデバイス上に設定されます。Cisco EPN Managerを使用して回線/VC
がプロビジョニングされると、システムはネットワークからプロビジョニングされた回線/VC
を検出します。場合によっては、プロビジョニング後にデバイスに設定変更が加えられた場合

など、プロビジョニングされたCLIと検出されたCLIに相違がある場合があります。CiscoEPN
Managerでは、回線/VCのプロビジョニングされたバージョンと検出されたバージョンを比較
して、その相違が表示された調整レポートを生成できます。レポートに基づいて、検出された

バージョンを保持するか、プロビジョニングされたバージョンに戻すかを決定できます。検出

されたバージョンを保持する場合、 Cisco EPN Managerの回線/VCは、このバージョンと同期
されます。

比較および調整機能は、[回線/VC（Circuit/VCs）]テーブルからアクセスします。
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回線/VC検出状態が [欠落（Missing）]か、あるいはプロビジョニング状態が [なし（None）]、
[進行中（In Progress）]、または [正常に削除（Delete Succeeded）]の場合は、機能が無効にな
ります。

回線/VCを比較および調整するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 システム内のすべての回線/VCの完全なテーブル（[インベントリ（Inventory）] > [その他（Other）] > [回
線/VCおよびネットワークインターフェイス（Circuit/VCs and Network Interfaces）]）、または特定のデバ
イスグループの回線/VCのリスト（[マップ（Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）] >
[回線/VC（Circuit/VCs）]タブ > [回線/VC（Circuit/VCs）]リンク）のいずれかの回線/VCのテーブルを開
きます。

ステップ 2 [回線/VC（Circuit/VCs）]テーブルで、必要な回線/VCを見つけて選択します。

ステップ 3 [アクション（Actions）] > [調整レポート（Reconciliation Report）]を選択します。

比較レポートが表示され、回線/VC内の特定のデバイスでプロビジョニングされた属性と検出された属性
の相違が表示されます。プロビジョニングされた属性と検出された属性の間に相違がない場合は、レポー

トに「使用可能なデータがありません（No data available）」と表示されます。

EVPNベースのサービスの場合、RD、RT、およびコントロールワードなどの EVIパラメータは
レポートから除外されます。

（注）

ステップ 4 レポートを確認したら、検出されたバージョンを回線/VCの現在のバージョンとしてデータベースに保存
するか、またはプロビジョニングされたバージョンに戻すことができます。ページの上部で、[プロビジョ
ニング済み（Provisioned）]または [検出済み（Discovered）]オプションボタンを選択し、[調整（Reconcile）]
をクリックします。

[プロビジョニング済み（Provisioned）]を選択した場合は回線/VCが再展開され、元のプロビジョニングさ
れた回線/VCの属性値がデバイス上に設定されます。[検出済み（Provisioned）]を選択した場合、検出され
た回線/VCはデータベースに保存され、このバージョンは元がプロビジョニングされたバージョンに置き
換わります。プロビジョニングステータスは、調整アクションが成功したかどうかを示します。

ステップ 5 調整を完了するために入力が必要な場合は、プロビジョニングウィザードが起動されます。必要な情報を
入力し、回線/VC再展開します。

回線での保護切り替えアクションの開始（光）
光回線で保護切り替えアクションを開始して、トラフィックを1つのパスから別のパスに切り
替えることができます。たとえば、光回線内のトラフィックが動作中のパスを流れ、動作中の

パスが破損します。この回線で保護切り替えアクションを開始して、トラフィックを動作中の

パスから保護パスに切り替えることができます。
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保護切り替えアクションは、1+1または1+1+Rの保護タイプが有効になっている光回線でのみ
開始できます。保護タイプの詳細については、OTN回線タイプの回線セクション参照を参照
してください。

（注）

保護切り替えアクションを開始するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロ
ジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、必要な回線/VCが作成された場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（NetworkTopology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックします。

ステップ 5 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブで、必要な回線/VCを見つけて、その回線/VC名の横にある [i]アイコンを
クリックします。[回線/VC360（Circuit/VC360）]ビューが別のポップアップウィンドウに表示されます。

ステップ 6 [アクション（Actions）]> [保護アクション（Protection Actions）]を選択し、必要な保護切り替えアクショ
ンを選択します。

次の表に、各保護切り替えアクションの詳細な説明を示します。
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次の場合に適用されます。説明保護切り替えアク

ション

保護切り替えアクションの現在の状

態は、[手動時に保護（Manual On
Protect）]または [動作時に手動
（Manual On Working）]です。

ネットワークを介してトラフィッ

クを伝送する動作中のパスを設

定します。

動作時に強制（Force
On Working）

回線上で開始された保護切り替えア

クションはありません。

トラフィックを動作中のパスか

ら保護されたパスに手動で切り

替えます。

保護時に手動

（Manual On Protect）

保護切り替えアクションの現在の状

態は[動作時にロックアウト（Lockout
On Working）]ではありません。

回線上の保護切り替えの状態を

クリアします。

クリア（Clear）

回線上で開始された保護切り替えア

クションはありません。

保護切り替えの準備がODUサブ
コントローラにできているかど

うかを確認します。

演習（Exercise）

回線上で開始された保護切り替えア

クションはありません。

保護されたパスから動作中のパ

スにトラフィックを手動で切り

替えます。

動作時に手動

（Manual On
Working）

保護切り替えアクションの現在の状

態は[動作時にロックアウト（Lockout
On Working）]ではありません。

ODUサブコントローラグループ
内のロックアウトされたリソー

スとして ODUkサブコントロー
ラを設定します。トラフィック

を動作中のパスに切り替えるこ

とができないように回線をロッ

クします。

動作時にロックアウ

ト（Lockout On
Working）

保護切り替えアクションの現在の状

態は [動作時に手動（Manual On
Working）]です。

回線の [動作時にロックアウト
（Lockout On Working）]スイッ
チ状態をクリアします。

ロックアウトのクリ

ア（Clear Lock out）

保護されたすべての光回線で使用で

きます。

AIDで指定されたODUサブコン
トローラグループと保護切り替

えの状態の詳細を表示します。

ステータス（Status）

保護切り替えアクションの現在の状

態は、[手動時に保護（Manual On
Protect）]または [動作時に手動
（Manual On Working）]です。

ネットワークを介してトラフィッ

クを伝送する保護されたパスを

設定します。

保護時に強制（Force
On Protect）
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回線/VCの再同期
プライマリまたは検出状態がダウンしている、または参加デバイス間にリンクが見つからない

など、回線/VCに問題がある場合は、回線を再同期できます。Cisco EPN Managerは、問題を
解決するためのベストエフォートで、回線を参加デバイスと同期させます。

回線/VCを再同期するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 次のいずれかのページにアクセスします。

• [回線/VC360（Circuit/VC360）]ビュー。回線/VCの情報をすばやく取得する：[回線/VC360（Circuit/VC
360）]ビュー（15ページ）を参照してください。

• [回線/VCの詳細（Circuit/VCDetails）]ウィンドウ。回線/VCに関する総合情報の取得：[回線/VC詳細
情報（Circuit/VC Details）]ウィンドウ（22ページ）を参照してください。

• [マルチレイヤトレース（Multi-Layer Trace）]ビュー。回線のすべてのルートのトレースと視覚化を参
照してください。

ステップ 2 [アクション（Actions）] > [再同期（Resync）]を選択します。

再同期アクションの進行中に、回線の検出状態が [再同期（Resync）]に変わります。アクショ
ンが完了すると、検出状態が [完全（Full）]または [部分（Partial）]に変わります。

サービス検出の再同期
デバイスに競合が生じている場合は、サポートされているシリアルサービス、IOTCEM、およ
び IOT CEMバリアント X.21 C 3794、MPLS-TE、CE、L3VPN、SR-TE、CEM over
T1/E1/E3/T3/SONET/SDHのサービスを再同期できます。

[サービス 360（Service 360）]ビュー領域で、[アクション（Action）]ドロップダウンリストか
ら [再同期（Resync）]を選択して関連エンティティを更新します。つまり、特定のサービスに
関連するサービスの再同期を実行できます。

[検出状態（Discovery State）]フィールドに現在の状態を表示します。再同期されたステータ
スとタイムスタンプが [手動再同期状態（Manual Resync State）]に表示されます。

（注）

回線/VCの削除
回線/VCの削除または強制的な削除を選択できます。
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プロビジョニング状態が [作成成功（Create Succeeded）]、[変更成功（Modify Succeeded）]ま
たは [作成失敗（Create Failed）]、[変更失敗（Modify Failed）]、[削除失敗（Delete Failed）]の
回線/VCを削除できます。

ネットワーク管理者は、[回線/VC（Circuit/VCs）]ウィンドウで選択したサービスのMPLS TE
トンネルとレイヤ3リンクを強制的に削除できます。このオプションは、以前の削除操作で障
害が発生した場合や、サービスが見つからない状態にある場合に使用できます。失敗したプロ

ビジョニングの削除状態にある回線/VCは強制的に削除できます。回線/VCを強制的に削除す
ると、Cisco EPN Managerデータベースからも削除されます。この回線/VCは回線/VCのテー
ブルに表示されなくなります。

ただし、強制削除オプションでは、回線/VCに参加している一部のデバイスから設定が削除さ
れないことがあります。デバイスを手動でクリーンアップする必要があります。

注意

強制削除オプションは、光回線では使用できません。（注）

回線/VCを削除または強制削除するには、次の手順に従います。

ステップ 1 左側のサイドバーのメニューから、[マップ（Maps）]> [トポロジマップ（Topology Maps）]> [ネットワー
クトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

[ネットワークトポロジ（Network Topology）]ウィンドウが開きます。

ステップ 2 ツールバーで [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、必要なグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuits/VCs）]タブをクリックし、削除する回線または VCのオプションボタンをクリックし
ます。

ステップ 4 [回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのツールバーから次のいずれかを実行します。

• [X]（削除）アイコンのドロップダウンリストから [強制削除（ForceDelete）]を選択します。確認メッ
セージが表示されます。対応するジョブが [ジョブ（Jobs）]ダッシュボードに作成されるため、進行
状況を監視できます。ジョブが完了すると、回線/VCがCiscoEPNManagerデータベースから削除され
ます。

• [X]（削除）アイコンをクリックします。プロビジョニングウィザードが開き、選択した回線または
VCの情報が表示されます。

ステップ 5 Next をクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

ステップ 6 [展開（Deploy）]エリアで、削除操作の完了時点で予期される内容を指定します。

• [デバイスとCisco EPN Managerから回線またはVCを削除する（Delete the circuit or VC from devices and
Cisco EPNManager）]：回線またはVCに参加するすべてのデバイスから設定が削除され、またデータ
ベースからも設定が削除されます。回線またはVCが回線とVCの表に表示されず、回線またはVCの
履歴もなくなります。
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• [デバイスのみから回線または VCを削除する（Delete the circuit or VC from devices only）]：回線と VC
の履歴はデータベースに残りますが、回線または VCに参加しているデバイスから、関連するすべて
の設定が削除されます。

これらのオプションは、「失敗（failed）」ステータス（例：[作成失敗（Create failed）]、[変
更失敗（Modify failed）]など）の EVC/OVCを削除する場合にのみ、ウィザードで使用でき
ます。

（注）

ステップ 7 [展開アクション（Deployment Action）]フィールドで次のように操作します、

•実際の展開前に、関連デバイスに展開される設定を表示するには Previewを選択します。

•変更内容をプレビューせずに展開するには Deployを選択します。

ステップ 8 Submitをクリックします。

•前のステップで [プレビュー（Preview）]を選択した場合は、[設定のプレビュー（Preview Config）]
ページが表示されます。変更点に問題がなければ Deployをクリックします。

•前のステップで [展開（Deploy）]を選択した場合は、設定がデバイスに即時に展開されます。

展開が完了すると確認メッセージが表示されます。

回線/VCに参加している各デバイスの設定、設定エラー、ロールバック設定、およびロール
バック設定エラーの詳細を表示するには、拡張テーブル内の [削除済み回線/VC（Deleted
Circuits/VCs）]タブの [プロビジョニング（Provisioning）]列の横にある [i]アイコンをクリッ
クします。[i]アイコンは、[なし（None）]を除くすべてのプロビジョニング状態で使用でき
ます。拡張テーブルへのアクセス方法については、ネットワークトポロジマップからのアラー

ム、ネットワークインターフェイス、回線/VC、およびリンクの詳細テーブルの表示を参照し
てください。

CiscoEPNManagerを使用せずに、別のEMSを介して、またはCLI、NETCONF、TL1インター
フェイスを介して Cisco EPN Managerによって管理されているデバイスの回線を削除しても、
CiscoEPNManagerでは回線は自動的に削除されません。回線を削除するには、[削除（Delete）]
または [強制削除（Force Delete）]オプションを使用する必要があります。

（注）

L3VPNサービスの削除または強制削除
Cisco EPNManagerを使用して最初に作成された L3VPNサービスを削除または強制削除できま
す。検出されたものの、Cisco EPNManagerを使用して作成されていない L3VPNサービスは削
除できません。

L3VPNサービスを削除または強制削除するには、次の手順を実行します。
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ステップ 1 左側のペインで、[マップ（Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]パネルで [回線/VC（Circuits/VCs）]リンクをクリックし、Cisco EPNManager内
のすべてのサービスを表示します。

ステップ 3 削除または強制削除するサービスを選択します。[名前（Name）]フィルタにサービス名を入力して目的の
L3VPNサービスをフィルタ処理で除外してから、[X]（[削除（Delete）]）アイコンをクリックします。

ステップ 4 または、[回線/VC（Circuits/VCs）]ペインのツールバーから次のいずれかを実行します。

a) 削除するサービスを選択し、[X]（[削除（Delete）]）アイコンをクリックします。

プロビジョニングウィザードが開き、選択した回線または VCの情報が表示されます。

[次へ（Next）]をクリックして [サービスの詳細（Service Details）]ページに移動します。

[L3VPNプロビジョニング（L3VPN Provisioning）]ウィザードに、選択した L3VPNに関連付けられて
いる VRF、エンドポイントおよびその他の詳細が表示されます。

b) [X]（削除）アイコンのドロップダウンリストから [強制削除（ForceDelete）]を選択します。確認メッ
セージが表示されます。対応するジョブがジョブダッシュボード（[管理（Administration）] > [ダッ
シュボード（Dashboard）] > [ジョブダッシュボード（Job Dashboard）] > [ユーザージョブ（User
Jobs）] > [回線の強制削除（Force Delete Circuit）]）に作成され、進行状況を監視できます。ジョブが
完了すると、レイヤ 3リンクは Cisco EPN Managerデータベースから削除されます。

また、GUIからサービスの削除を継続できない場合は、[強制削除（Force Delete）]オプションを使用しま
す。

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックして、デバイスにプッシュする設定をプレビューします。

ステップ 6 設定を再検討してから [展開（Deploy）]をクリックして確認します。展開が完了すると確認メッセージが
表示されます。

選択した L3VPNサービスがデバイスから削除されます。

選択したL3VPNサービスで統合ルーティングおよびスイッチング（BVI/仮想インターフェイス）
を使用している場合、L3VPNサービスを削除すると、関連付けられているBVI/仮想インターフェ
イスがデバイスから自動的に削除されます。L3VPNサービスに関連付けられている BGPおよび
VRFの設定も削除されます。

（注）

ステップ 7 選択した L3VPNがデバイスから削除されたことを確認するには、[回線/VC（Circuit/VCs）]リストから
L3VPNサービスの完全なリストを表示します。

ステップ 8 強制削除されたサービスのデバイス設定を表示するには、[削除された回線/VC（Deleted Circuit/VCs）]タ
ブの [履歴（History）]タブの [プロビジョニング（Provisioning）]列の横にある [i]アイコンをクリックし
ます。[回線 /VC 360*ビュー（Circuit/VC 360* View）]ウィンドウで、[なし（None）]を除くすべてのプロ
ビジョニング状態で使用できる [i]アイコンをクリックし、選択したデバイスの設定の詳細を表示します。
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図 1 :回線/VC 360*ビュー（Circuit/VC 360* View）

L3VPNサービスエンドポイントの削除
CiscoEPNManagerを使用して作成されたL3VPNサービスの場合、そのサービスのL3VPNサー
ビスエンドポイントを削除できます。検出されたものの、Cisco EPN Managerを使用して作成
されていない L3VPNサービスに関連付けられているエンドポイントは削除できません。

L3VPNサービスエンドポイントを削除するには、次の手順に従います。
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ステップ 1 左側のサイドバーで、[マップ（Maps）] > [ネットワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択しま
す。

ステップ 2 [回線/VC（Circuits/VCs）]パネルで [回線/VC（Circuits/VCs）]リンクをクリックし、Cisco EPNManager内
のすべてのサービスを表示します。

ステップ 3 削除するサービスを選択します。[名前（Name）]フィルタにサービス名を入力して、目的の L3VPNサー
ビスをフィルタリングできます。

ステップ 4 鉛筆の形をした [変更（Modify）]アイコンをクリックします。

[L3VPNプロビジョニング（L3VPN Provisioning）]ウィザードに、選択した L3VPNに関連付けられている
VRF、エンドポイントおよびその他の詳細が表示されます。

ステップ 5 [エンドポイントの削除（Delete Endpoint）]を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 選択した L3VPNサービスとの関連付けを解除する IPエンドポイントを選択します。単一エンドポイント
の VRFの場合、エンドポイントを削除すると VRFが無効になり、ダングリング VRFとして機能するよう
になります。この無効になったVRFに新しいエンドポイントを関連付けるには、VRFの属性を編集する必
要があります。

ステップ 7 [次へ（Next）]をクリックして、デバイスにプッシュされる設定をプレビューします。

ステップ 8 設定を確認してから [展開（Deploy）]をクリックし、デバイスへの変更を確認して展開します。

選択した L3VPNサービスエンドポイントがデバイスから削除されます。

MPLS TEサービスの削除または強制削除
[計画（Planned）]、[成功（Succeeded）]、[失敗（Failed）]、または [なし（None）]のプロビ
ジョニング状態にあるMPLS TEサービスを削除または強制削除できます。プロビジョニング
状態の詳細については、回線または VCの状態（2ページ）を参照してください。

CEMサービスまたはキャリアイーサネット回線/VCでMPLS TEサービスを使用している場
合は、MPLS TEサービスを削除できません。

（注）

ステップ 1 左側のペインから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]を選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]をクリックし、必要な回線/VCが作成された場所を選択します。

ステップ 3 [デバイスグループ（Device Groups）]ポップアップウィンドウを閉じます。

ステップ 4 [ネットワークトポロジ（NetworkTopology）]ウィンドウで [回線/VC（Circuits/VCs）]をクリックします。

ステップ 5 [回線/VC（Circuit/VCs）]タブで、回線/VCのリストの下にある [回線/VC（Circuit/VCs）]ハイパーリンク
をクリックします。
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ステップ 6 回線/VCが表示されているテーブルで、削除するMPLS TEサービスを選択します。

ステップ 7 [削除（Delete）]アイコンまたは [強制削除（Force Delete）]をクリックしてプロビジョニングウィザード
を開き、選択したMPLS TEサービスの情報を表示します。

ステップ 8 [展開アクション（Deployment Action）]ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。

• [プレビュー（Preview）]：実際の展開前に、関連するデバイスに展開される設定を表示します。
• [展開（Deploy）]：変更内容をプレビューせずにそれらを展開します。

ステップ 9 [送信（Submit）]をクリックします。

•前のステップで [プレビュー（Preview）]を選択した場合、Cisco EPN Managerは [プレビューの設定
（Preview Config）]ページを表示します。変更点に問題がなければ、[展開（Deploy）]をクリックし
ます。

•前のステップで [展開（Deploy）]を選択した場合、Cisco EPNManagerはその設定をデバイスにすぐに
展開します。

強制削除されたサービスのデバイス設定の詳細を表示するには、[回線/VC360*（Circuit/VC360*）]ウィン
ドウの [履歴（History）]タブの [プロビジョニング（Provisioning）]列の横にある [i]アイコンをクリック
します。[i]アイコンは、[なし（None）]を除くすべてのプロビジョニング状態で使用できます。

Cisco EPN Managerは、展開が完了すると確認メッセージを表示します。

プロビジョニングされたネットワークインターフェイス

の管理
Cisco EPN Managerは、プロビジョニングされた回線/VCとは別にネットワークインターフェ
イスの詳細を表示および管理できるように、ネットワークインターフェイス（UNIまたは
ENNI）としてプロビジョニングされたインターフェイスのテーブルを提供します。このテー
ブルには、識別情報、そのデバイスが属しているデバイス、デバイス上の実際のインターフェ

イス、ネットワークインターフェイスが現在参加しているサービスの数など、各ネットワーク

インターフェイスに関する情報が表示されます。

次の情報を表示できます。

•特定のデバイスグループ内のネットワークインターフェイス（[ネットワークトポロジ
（Network Topology）]ウィンドウから）。

• Cisco EPNManagerで管理されるすべてのネットワークインターフェイス（[インベントリ
（Inventory）]メニューから）。

[編集（Edit）]ボタンをクリックすると、ネットワークインターフェイスを編集できます。こ
れにより、必要に応じてネットワークインターフェイスを変更できるウィザードが起動しま

す。ネットワークインターフェイスが複数のサービスに関連付けられている場合、編集操作は

それらのすべてのサービスに影響することに注意してください。
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ネットワークインターフェイスは、どの回線にも参加していない限り削除できます。

ステップ 1 特定のデバイスグループに属しているネットワークインターフェイスを表示および管理するには、次の手
順を実行します。

a) 左側のサイドバーメニューから、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネット
ワークトポロジ（Network Topology）]の順に選択します。

b) [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックして、必要なグループを選択します。
c) [回線/VC（Circuit/VCs）]タブで、[ネットワークインターフェイス（Network Interfaces）]ハイパーリ
ンク（テーブルの下）をクリックします。

ステップ 2 CiscoEPNManagerで管理されているすべてのネットワークインターフェイスを表示および管理するには、
[インベントリ（Inventory）]> [その他（Other）]> [ネットワークインターフェイス（Network Interfaces）]
を選択します。

ネットワークインターフェイスの削除

UNI/ENNIが現在どの回線にも参加していない場合は、[ネットワークインターフェイス（Network
Interfaces）]テーブルから UNI/ENNIを削除できます。

ネットワークインターフェイスを削除するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 左側のサイドバーで、[マップ（Maps）] > [トポロジマップ（Topology Maps）] > [ネットワークトポロジ
（Network Topology）]の順に選択します。

ステップ 2 [デバイスグループ（Device Groups）]ボタンをクリックして、必要なグループを選択します。

ステップ 3 [回線/VC（Circuit/VCs）]タブで、[ネットワークインターフェイス（Network Interfaces）]ハイパーリンク
をクリックして [ネットワークインターフェイス（Network Interfaces）]テーブルを表示します。

ステップ 4 削除するネットワークインターフェイスを選択し、[削除（Delete）]ボタンをクリックします。ネットワー
クインターフェイスが 1つ以上の回線/VCに参加している場合、[削除（Delete）]ボタンは無効になりま
す。[回線/VC数（No. of Circuit/VCs）]列には、ネットワークインターフェイスが含まれている回線/VCの
数が表示されます。
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